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心理学分野におけるコァジャーナルの変遷

The　chronological　analysis　of　core　journals　in　psychology

榛　　田　　倫　　子

　　Tomoko　Harita

E6sz協6

　　　The　purpose　of　this　paper　is　to　survey　core　journals　in　psychology　from　the　beginning

of　the　field　to　1985．　Core　journals　are　selected　on　the　basis　of　frequency　of　citation　in

Psychological　Review　and　Psychological　Bulletin　in　1905，　1925，　1945，　1965，　1985．　These　core

journals　are　classified　with　the　Dewey　Decimal　Classification　codes　in　Ulrich’s　lnternational

Periodicals　Directory．

　　　Main　findings　are　as　follows：

　　　（1）　each　journal　has　been　ranked　differently　in　all　the　years，　but　four　major　types

of　ranking　pattern　are　identified，

　　　（2）　percentages　of　psychology　journals　（DDC　150－159）　in　the　total　core　journals　are

increasing　along　the　development　of　the　field，　and

　　　（3）　research　trends　in　the　field　affect　core　journals　in　each　year．
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心理学分野におけるコアジャーナルの変遷

　D．その他の影響

V．おわりに

1．はじめに

　コアジャーナルとは，特定分野において重要と見なさ

れ，分野の情報流通の中心となる学術雑誌である。コア

ジャー・ナルとしては，各分野において様々な雑誌が選定

される。分野全体を対象とする雑誌のみでなく，より広

い領域を対象とする雑誌や，分野内の専門領域のみを対

象とする雑誌などである。コアジャーナル中にこのよう

な様々な雑誌が含まれることは，調査対象年における分

野の研究動向の反映であると考えられる。

　そのため，コアジャーナルの分析から，その対象分野

を分析する研究が行われている。篠本らは，遺伝子工学

における先端分野と既存分野の関係を，そのコアジャー

ナルの構造から分析している1）。

　分野の研究動向がコアジャーナルに反映しているとい

う上記の視点から，その研究動向の変化に従って，コアジ

ャーナルに含まれる雑誌も変化することが考えられる。

　本稿では，特定分野のコアジャーナルの変遷を長期間

にわたって調査し，各コアジャーナルの変遷には一定の

パターンがあるのか，また対象分野の研究動向の変化が

コアジャーナルの変遷にどのように影響しているのかを

分析する。分野の確立直後の時期と，分野内が専門化し，

多くの専門雑誌が創刊された時期とでは，選定されるコ

アジャーナルにも違いがあると考えられる。また，分野

の発展過程における様々な研究動向の変化は，その時代

のコアジャーナルに影響を与えると考えられる。

　調査対象分野は，心理学分野とした。以下にその理由

を述べる。

　心理学分野は，“客観的に観察可能な人と動物の行動

（意識を含む）を取り扱う科学”2）“人間や動物の行動を

研究し人間行動の理解を目指す科学”3）などといわれる。

初期は哲学の一分野とされていたが，生理学の影響をも

受け，19世紀末に科学として独立した。そして，20世

紀に入り大きな発展を遂げた。現在では，その研究領域

は社会科学と自然科学の中間に位置すると見なされ，自

然科学，精神医学，社会科学，教育学などと関連してい

る4）o

　心理学分野の研究領域としての特徴では，これまでに

以下の点が明らかになっている。

①一般には社会科学と見なされるが，医学分野への依存

　が大きい。関連する分野には臨床医学，生医学研究，

　就学，生理学などがある。

　日本の心理学研究者の投稿傾向を分析した長田による

研究では，日本の研究者は，海外の医学雑誌，特に脳，

生理学分野の雑誌への投稿が多いことが明らかになって

いる5）。

②一般，実験心理学では音響学，光学など物理学との関

　係も強い。

　PinskiとNarinは．1973年のScience　Citation　lndex

の心理学雑誌71誌の分析から，心理学分野内の研究領

域の関係を調査した6）。研究領域を一般心理学，臨床心

理学，発達・児童心理学，人格・社会心理学，実験心理

学，行動科学，その他の心理学に区分し，心理学分野の

雑誌をそれぞれに分けた。彼らは「心理学分野の研究領

域の両端に臨床心理学と実験心理学がある」とし，各領

域の雑誌の引用傾向を調べている。そして，各領域と臨

床医学，生医学研究との関係，一般，実験心理学の領域

と音響学，光学との関係を指摘した。

③引用文献の構成が社会科学二丁も自然科学に近く，雑

　誌の引用が多い。他の社会科学分野の雑誌をほとんど

　利用しない。

　Miwaらの調査では，心理学分野の引用文献の構i成は

社会科学中で最も自然科学に近く，雑誌からの引用が多

かった7）。社会科学の他の分野では，引用文下中の雑誌

の割合は20一一40％であるのに対し，心理学分野では約

60％であった。

　上記の心理学分野は，以下の点から本調査の対象分野

として適切と考えられる。

①比較的最近になって分野が発展したため，現在でも分

　野発展の初期の雑誌の調査が可能である。

②分野内の雑誌の分析が古くから行なわれている。

　すでに1936年忌おいてCasonとLubotskyは，雑

誌間の影響，依存の関係を調べるため，心理学雑誌間の

引用数のマトリクスを作成している8）。これによって，

研究領域別に分類された各雑誌の，引用傾向の特徴が明

らかにされている。

③雑誌の引用が多い7）。

　分野の研究活動において雑誌がよく利用されているた
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め，研究動向の変化が雑誌に反映すると考えられる。

④雑誌の評価研究が活発に行われている9）。

　特に，心理学者が行ったものが多い。これは，コアジ

ャーナル選定の基礎となる研究であり，本稿において各

年代のコアジャーナルを選定する際，これらの研究から

有効な情報が得られると考えられる。個々の雑誌評価研

究についてはIIで述べる。

　以上の理由から，分野の発展過程に沿ってコアジャー

ナルの変遷を調べる対象分野として，心理学分野は適切

であると考えられる。

II．心理学分野におけるこれまでの

　　　コアジャーナル調査

　コアジャーナルの変遷調査はあまり活発には行われて

いない。心理学分野におけるこのような調査での大きな

研究成果はないようである。他分野における数少ない例

として，農学分野における以下の研究がある。しかし，

これらも対象期間が短い調査である。

　藤本は，1962年から1974年までの，日本に：おける農

学分野の主要学会誌6誌が引用した雑誌を調査した10）。
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学会誌それぞれにつき，被引用数の多い上位10誌に対

する引用が全体に占める割合の経年変化を提示した。ま

た，この上位10誌の順位について，各年別に相関係数

を出した。

　岡谷は，外国雑誌の利用分析の研究において，東京農

工大学農芸化学科の教員の業績における引用を収集し

た11）。そして，それぞれの雑誌が引用された割合から，

雑誌の被引用率の変遷をタイプ分けした。被引用率が上

位である雑誌中の安定型は5誌，下位誌中の安定型は4

誌であった。また，不規則型などのタイプも見いだされ

た。

　上記の研究と異なり，心理学分野で行われているの

は，特定の一一時点における雑誌の評価調査が中心であ

る。調査方法は，質問紙法と引用分析が主に用いられて

いる。以下に述べるこれらの調査の概要を，第1表にま

とめた12）一23）。

　近年の心理学分野での雑誌評価の研究は，Maceらの

質問紙法によるもの12）から始まる。その後，Koulack

ら13），Peeryら14）などによって，質問紙法を用いた場合

の手法の改善が試みられた。また，引用分析による調査

も行われるようになり，それぞれの手法での結果の比較

も行われている。このような置綿査問の影響関係を，第

1図に示した。

　1973年にMaceら12）が調査した際に用いた質問紙法

は，その分野の専門家に雑誌の評価を依頼し，雑誌の専

門的な評価を調べる手法である。Koulackらは，質問紙

法では“我々の同僚がどの雑誌を重要と見ているか，ま

た特定の興味を持つ読者に達する為にはどの雑誌に投稿

すべきかがわかる”13）と述べている。Maceら12）は，大

学の心理学群長に，提示したリスト中の雑誌の評価を依

頼した。この調査結果には，多くの批判がある24）一28）。

①雑誌のリストを提示して評価を求める方法では，雑誌

　の質と知名度が混同されている。

②回答者に提示した雑誌のリストの内容に不備がある。

③回答者の属性が評価に影響している。

　　学科長は一般に基礎分野を専門とするので，彼らに

　　よる応用分野の雑誌の評価には片寄りがある。

④主観的にみて，もっと順位が高いはずの雑誌がある。

⑤質問紙法による評価はある特定の視点の反映に過ぎな

　い。

　これらへの対策として，1975年には，Koulackら13）

が③について改善を試み，回答者の属性別に調査結果を

分析した。1981年には，Peeryら14）が①についての改

善を試み，雑誌の質の評価である重要な雑誌として与え

られた順位と，雑誌の知名度の評価である重要な雑誌と

して挙げられた回数の2点から結果をまとめている。ま

た，⑤については，これらの雑誌の評価調査を比較した

Porter29）が“すべての研究は特定の視点から行なわれ

たもので，引用調査についても同じである”と反論して

いる0

　1976年より，上記の質問紙法による調査結果と，引用

分析における調査結果との比較が行われている。Buss

ら16）はMaceら12）の結果と，　Whiteら17）はMace

ら12），Koulackら13）の結果と比較している。

　この他に，引用分析による調査には，雑誌の評価とと

もに，雑誌を評価する尺度の妥当性の検討をも行う研究

がある。Ga面eld19）は被引用回数，専攻領域影響度，

Buffardiら20）は影響度，　Haynes21）は専攻領域影響度

を用いて調査している。

　また，雑誌を所蔵している図書館の数，図書館での複

写依頼数などでの調査がある。日本における洋雑誌の所

蔵館数から分析を行った長田は，“上位74誌が心理学に

おけるコア雑誌であるかどうかは一概には決められな

い”22）としながらも，この調査方法もコアジャーナルを

決める1つの尺度となるだろうと述べている。

　次に，上記の既往調査での評価の結果（順位）を，

Porterの表29）’30）を参考にして第2表にまとめた。こ

こでは，Haynes21），　Peery14），　Sharpleyら15），長田22），

Evenson23），以外の，全ての調査に現れる雑誌を平均順

位の高い雑誌から並べた。Haynes21）の結果では上位4

誌が年刊の資料であり，他の調査と選定された雑誌の違

いが大きい。また，Peery14）とEvenson23）は，心理学

分野全体ではなく特定研究領域を対象としている。長

田22）の調査結果は日本のものである。これらは参考と

して付与した。Sharpleyら15）は8誌のみの調査である

ため除いた。

　最も重要と見なされた1位の雑誌は，Maceら12）で

a＊　lournal　of　ComParative　and　Physiological　Psy－

cholog：γ，　Koulackら13）ではAmerican　Psツchologist

である。また，Whiteら17）ではノburnal　of　y〃∂α1

Learning’and　Verbal　Behaviorである。このように，

調査年度，調査方法によって各雑誌の順位は様々であっ

た。

　な：お，・Psツchological　BulletinとPsychological　Re－

vie　wは，ほとんどの調査で上位5誌に含まれているこ

とがわかる。この結果から，これら2誌が心理学分野に

一一
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おいて重要な雑誌であることは間違いないと考えられ

る○

III．引用調査による心理学分野の

　　　コアジャーナルの選定

A．調査目的

　この調査では，心理学分野の発展過程の各年代におけ

るコアジャーナルを同一の方法で選定し，以下の2つの

観点から分析を行う。

①個々のコアジャーナルの順位の変遷

　コアジャーナル各誌の順位が，各調査年を通じてどの

ように変化したかに注目する。各コアジャーナルを順位

の変遷に基づいてタイプ分けした。

②各年度のコアジャーナルの傾向

　個々のコアジャーナルの雑誌名，順位は考慮せず，各

回の「コアジャーナル群」として，分類，出版国，創刊

年の3点からどのような傾向がみられるかを分析した。

B．調査方法

　1．手　法

　本稿では過去のコアジャーナルを現在のコアジャーナ

ルと同じ基準で選定する必要がある。上述の既往調査で

用いられた手法の内，質問紙法はそれぞれの時代の専門

家に調査を依頼しなければならないため，利用できな

い。そのため，引用分析を用いる。対象誌を選択し，対

象年各年の1年分ずつその引用文献を集計する。評価の

尺度としては，被引用回数を用いる。

　2．対象誌

　引用文献を集計する対象誌の条件としては，以下の3

点が考えられる。

①分野内で重要視されている。

②心理学分野で早くから創刊されている。

③ある程度の引用文献を持ち，引用活動を活発に行なつ

　ている。

これらを満たす雑誌を既往調査の結果から選定した。対

象誌の引用傾向の偏りが調査結果に影響しないようにす

るため，対象誌は複数設定することにした。

　IIで述べたように，　Psychological　Bulletin（以下

PBとする）と・Ps“’chological．Review（以下PRとす

る）は，これまでに行われたほとんどの調査で上位5誌

に含まれており，心理学分野において重要な雑誌と考え

られる。創刊年と引用数の条件については，PBは1904

年に，．PRは1894年に創刊されており，現在まで約90

年間の調査が可能である。また，Casonら8）によると、

1933年の引用数は、PBが3275件，　PRが475件であ

り，データ件数の点からも調査が可能であると考えられ

る。

　以上の結果から，本稿では，PB，　PRの2誌を引用文

献収集対象誌とする。なお，この2誌はアメリカ心理学

会（American　Psychological　Assiciation，以下APA

とする）が発行しており，心理学分野内の特定の研究領

域に偏らない編集方針をとっているといわれている16）。

　3．対象年

　心理学分野の発展過程と関連付けて分析するため，で

きるだけ発展に即して対象年を設定する。諸説あるが現

代心理学の始まりは1879年とされ，最初の心理学雑誌

と見なされているMindの創刊は1876である31）ので，

これに近い時期から現代までを調査する。

　実際に調査する年は1905年，1925年，1945年，1965

年置1985年の5回とする。1905年以前は，心理学分野

の論文，雑誌が少なく，引用文献も少ない。そのため，

コアジャーナルを選定するのに十分な程の引用文献数が

得られないと考えられる。

　なお1985年分はSocial　Sciences　Citation　iπdexの

1985年のlournal　Ciation　RePortを利用した。

　4．集計範囲

　、PB，　PRに掲載された研究論文の引用文献，脚注など

から，それらが引用している雑誌を集計する。書評，抄

録，ニュースなどの研究論文以外の部分は，集計対象か

ら除いた。

　5．雑誌名の変遷

　雑誌名の変遷は，学術雑誌総合目録（欧文編）1988年

版（以下学術雑誌総合目録とする）を用いて調べた。

　各雑誌の長期間における変遷を調査するため，雑誌名

が変更された場合は，二二名での被引用回数を，新誌名

での被引用回数に加えた。合併，分化した場合は，合併

前の雑誌と合併後の雑誌，分化前の雑誌と分化後の雑誌

は別々であると見なした。ただし，合併，分化の際に旧

雑誌と同じ雑誌名を持つ新雑誌があれば，その雑誌のみ

は旧雑誌から継続しているとみなし，新旧の雑誌を同一

のものと考えた32）。

　6．分類・創刊年・出版国の付与

　学術雑誌総合目録とUlrich’S　lnternational　Period－

icals　Directory　1988－89（27　th　Edition）（以下Ulrich’s

とする）を用いて創刊年，出版国を調べ，デューイ十進

分類法（19th　ed．）による分類（以下DDC分類とする）
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第3表引用数集計結果
1905

（’04－06） 1925 1945 1965 1985

掲載論文数
引　　用　　数

1論文当引用数

雑誌引用数
雑誌引用の割合

108

656

　6．1

331

50．5％

　39

1288

　33．0

881

68．4％

109

2022

　18．6

1256

　62．1％

110

5447

　49．5

4096

　75．2％

96
＊＊

＊＊

7024
　＊＊

を付与した。Ulrich’∫に分類が掲載されていなかった

雑誌は，雑誌名から分野を想定してDDC分類を付与し

たO

　UIrich’sによるDDC分類利用の長所としては，調査

者の主観が入らずある程度客観的であること，心理学分

野以外の分野についても網羅的にデータが得られるこ

と，比較的容易にデータを入手できることが挙げられ

る。

　なお，このDDC分類を用いて，コアジャーナルを以

下のように分けた。

①心理学一般誌

　心理学分野であるDDC分類の150－159の内，心理学

一般を示す150のみを持つコアジャーナル。

②心理学専門誌

　心理学分野であるDDC分類の150－159の内，心理学

分野内の専門領域を示す152－158を持つコアジャーナ

ル。または，心理学一般である150とともに，教育学，

社会学などの，心理学分野以外の分類を持つコアジャr

ナル○

　心理学一般誌，心理学専門誌を合わせて「心理学分野

の雑誌」とする。

③心理学分野以外の雑誌

　上記の①②以外の雑誌。

　心理学一般誌のコアジャーナルは，分野形成の初期に

よく創刊され，利用されるのではないかと考えられる。

また，心理学専門誌のコアジャーナルは，心理学一般誌

よりも内容が専門的であろう。そのため，分野がより発

展した段階で創刊され，利用されると考えられる。

第4表選定されたコアジャーナル数

1905
　　　　1925　1945　1965　1985（’04－06）

コアジャーナル数

　　Aランク

　　Bランク

　　Cランク

引用数の0．5％

33誌

12

8

13

48　42　40　26

11　11　23　14
11　11　23　8
26　20　4　　　4

2件　　4 6　21　35

C．調査結果

　1．集計結果

　各年ごとの引用数集計結果を第3表に示した。

　1905年はPB，　PR各1年分では引用文半数が約100

と少なすぎたため，，1904年，1906年を加え3年分を集

計した。引用文献数が20年で倍増していることが分か

る。

　2．コアジャーナルの選定

　本調査ではコアジャーナルの条件を「1誌でその年度

の雑誌引用数の0．5％を占める雑誌」とした。1905年よ

り2件，4件，6件，21件，35件以上引用された雑誌

となる。その結果，1905年より33誌，49誌，42誌，

40誌，26誌のコアジャーーナルが選定された。

　ただし，PB，　PRの片方のみでしか引用されない雑誌

には，合計引用回数での順位は問題がある。その修正の

ため，コアジャーナルをA，B，　Cのランクに分けた。

A
B

C

・PB，・PR両誌で0．5％以上を占めている雑誌

1誌のみ0．5％以上を占め，他方では1回以上引

用された雑誌

1誌のみ0．5％以上を占め，他方では以用されな

かった雑誌

である。選定されたコアジャーナル数などを第4表に示

した。

　第2図はコアジャーナルとして選定した雑誌のリス

トである。上からA，B，　Cランクの順で並んでいる。

Ulrich’∫にDDC分類が掲載されていなかったため今

回雑誌名から判断して付与したものは，（）に入れた。

また，各年のコアジャーナルで同じ雑誌を線で結んだ。

点線は前年度のi雑誌から分化，派生したことを示す。引

用数の集計では別の雑誌と見なしたが，雑誌同士の関連
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雑誌名（創刊年） 1905 1925 1945 1965 1985

PR（1894）一一一一一一一一

@　　　　　　　　　　　　　　　一 ＼／
一一

@’＼一　　　　、

PB

A AJP（1887）一一一一一一一一一 × PR
ノー一 ■一一一一一一一一一一 、

　　　　　　　　　　　　　　’
iAbSocP（’06）一一一」　一

@→JAbP
一　　　　　　　　　　一／＼

：一

　　　　＼　　　一一　　　　　、

@　　　　＼　　　　　　、

一一一JExP：Gen

ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　一
iExP（’16）＿＿一＿一一一一7＝

一　　　＼　一 JAbP「」一＝一＝＿一＝一」「L一　　＿㌔一」㌔一」：
一　　　〇　　　一　　　r　　　－　　　r　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 ρ　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　一　　＿　　＿　　＿　　＿　　　　　－

、

　　　　　　　　　　　　　　！`P（’46）一一一一一一一ノ　　一

oB（’04）一一一一一一一一一一一一

一　　　　　　　　　　一

層一
　　　　　　　　　　：一　　　　　　　　　　一 　Science

|JExP：H㎜
ン

一

　　　　　　　　　　一 一　　　　：＝　　　　一 一

口

一一
　　　　　　　　　　一 一

一AP
PRMS（1895）一一一・　　一 一 一

ク

　→PM　　　　　’、　　　　　　　　　　　　　～＿　＿JApPC17）一一一一一　　　　　　　　　　　　　、

一

一　　　　＝　　　　　　　　　　一

＿一」一 `JP
Science（1880）一一一上一’」ロー一一　　　　一　　　　　一　　一　　一　　一　　一　　一」

＼ジ
一　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　一

一一

一　＼　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　一一
一

B 一 一 闇 一
刷

一 一

一｝　　　　　　　　　　剛 一　　　　　　　　　　　 旧
一

一 一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　一 一フ
｝ 一

一 隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轄 一 隔

一 一
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ン
咽　　　　　　　　　　一 一　　　　＝＝　　　　一 層

■ 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
一

一
一 一

一ク 剛 一　　　　　　　　　　咽 一

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 ｝

　　　　　　　　　　　　（雑誌の正式名称は付録参照）

第3図安定型の変遷

はあるので参考として結んだ。

　全コアジャーナルは115誌（延べ189誌）であった。

そのうち心理学分野を対象とする雑誌は，DDC分類の

150－159（心理学）のみ付与された雑誌と，150－159と他

の分類とを重出されていた雑誌である。これらの合計は

53誌であった。

　3．各コアジャーナルの順位の変遷の傾向

　上記の調査で得られた各コアジャーナルの順位の変動

を，以下のようにタイプ分けした。順位の上昇，下降の

目安としては，引用文献収集対象誌2誌における被引用

回数の偏りを示すA，B，　Cランク内をそれぞれ上位と

下位に分け，その6区分での変化を用いた。

　全コアジャーナル115誌の内，2回以上現われた雑誌

を4つのタイプに分けた。安定型，下降型，上昇下降

型，変動型である。なお，1回しかコアジャーナルとし

て現われなかった雑誌は77誌であった。

　a．安定型

　安定型は，創刊後，次の調査年度から登場しており，

その後，6区分での変動が少ない雑誌とした。これに当

てはまるコアジャーナルは9誌であった。安定型のコア

ジャーナルの順位の変遷を第3図にまとめた。

　この図は基本的には第2図と同じ構造である。ただ

し，各年度のコアジャーナル数の差が順位の変遷に影響

しないように，各年度で順位の間隔を調整し，A，　B，　C

ランクそれぞれについて各年度を同じ大きさにしてい

る。各コアジャーナルは図中の目盛りで示されている。

つまり，1985年のAランクの一番上の目盛りは，Aラ

ンク1位のlournal　Of　Personality　and　Social」Psツー

chologyであり，二番目の目盛りは2位のPBを，三

番目の目盛りは3位のPRを示している。このように

して，1985年のAランクには14誌が並んでいる。同

様に，1965年のAランクには23誌が，1945年のA

ランクには11誌が，縦に並んでいる。

　雑誌名の後の点線が達している点は，その雑誌の初出

の年度における順位である。派生した雑誌は，参考とし

て一点破線で示した。安定型では1985年の1位と8位

が派生した雑誌である。

　安定型はPR，　PB，　American　Journal　Of　Psツcholo一

一一
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雑誌名（創刊年） 1905 1925 1945 1965 1985

一一口｝
一 一

ArfgesP（1883）一一一一一一
一

：

｝

A
ZfPPS（1890）一一一「　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　1→2誌に分化（’06）、　　　　　　　　　　　　、

一　　　　　　　　咽

　　　　　　　　＝一　　　　　　　　一
＝一

｝一

PReports（’55）一一一一上∴
「　　　　　　　　馴
@、

．　　　　＝：　　　　．
一

ラ
JPhil（’04）一一一一一一一一 、　ヘー＿＿＿　　＿＿＿＿＿

P　　　『
一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　q

黶@　　　　　　　一
一

　　　　　　　　　　　　　’　一し

iSocP（’29）一一一一一一一一一一

　　、
Dμ．＿＿＿　　し　　　、

∫，一鞭一一一一一一一

＝＝ ：
一一

」⊥＿＿一
刷 隔

JP（’36）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　一

ohilRev（1892）一一一一一一

@　　　　　　　　　　　　　一

一　　1　　　　、
^＼　．　1　　　　、

@1＼　　　　、　　　　　　　　一，　　　　　亀　　、　＼　　L　　　　　　、　　　　　　　　一

！一一一一一一一一

@　　　　　　　一

鼈黶@　声　　一　一　　｝　　一　　一　　一　一　層

　　　　　　　　二一　　　　　　　　：一　　　　　　　　一

＝r

｝一一一

JGenP（’27）一一一一一一一一一コ＝
一一磨cへ一…

@　　1　　　　　　　　、

p1　＼一
＝一一 ＝　　　　一 一｝

・　　　＼

B

一一1　＼一
@　　1　　　　　　　　覧　一一一鼈 一一一一鼈

一

一　1　＼一　　　　　　　　　、

一一
一　　　　：

： 一

ラ

Brain（1878）一一一一一一一戸一

@　　　　　　　　　　　’
一一 P…一六 一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 囲

CompPM（’11）一一一ノ 一　　　、　ZfP
一一　　　　　　　　一 一

一
刷 『 一 一

｝ 一 　 一

ン 　　　　刷A

陶
て

AJSoc（1895）一一一一。一一 1　　一 一　　　　＝
一 一PR

ク
Sociometry（e37）一一一一一二 　　　　　　　　一＝@　一一一一　一軸一一一

一　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　一　　噌

一一

@　　　　　　　　一 一

一

一一
一一

一■
1　　一 層 一

一

一一
．　　　　＼

一
一 一

9
唄 一

MH（’17）一一一一一一一一一一一一

τ＿一」＿＝　　　　　　1 一　　　　　　　　一
一

Sch＆S（’15）　一一一一一一＝・！…� ＼　　一 一

C
　　一､ 一 一

RevPhilos（’00）一一一一一一 1一 一 一

一 一

一一　　1一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一 一 一
　　一､ 一　　　　　　　　一

一
フ

一．　　1一一　　　　　　　　一 一

亀　　　　一 一

　 一、一
一

｝ 1、

一

ン 一
＿　　　　　　　　　　　　　　　1 一 齢

一

一 一

一 一

｝　　　　　　　　聰　　　　　　　　　一
一　　　　　　　　一 一 一一

1一
一

一 一

一　　　　　　　　　　　　　　　1ク 一 一1．
一 一

一

一■
一℃

一
1 一 一

口 隅 薗
き

一
一

一　　　　　ZfS一

＼ ＼Cランク以下（コアジャーナルでなの　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一→ 、＼くヨ

＼

PReports

　　　　　　　　　　　　（雑誌の正式名称は付録参照）

第4図下降型の変遷

gy，　PR　MonograPh　SuPPIuments，　Science，　lournal

of　Abnormal＆Social・Psychology　（i雑誌名の変遷i

は32）参照），ノburnal　of　ExPerimental　P：sychology

（雑誌名の変遷は32）参照），ノbZtrnal　of　APPIied　Psy・

chology，　Amei・ican　Psychologistの9誌である。安定

型は，A，　Bランク内で順位が変動している雑誌であり，

過去から現在まで常に重要視されたものと言える。

　前5誌は1905年からあらわれたコアジャーナルであ

る。American／burnal　of・Psychologyはやや下降の傾

向があり，Scienceも1945年に変動が激しいが，許容

一一　78　一一
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範囲と考える。PR，MonograPh　SmpPlumentsは1910

年にPsychological　MonograPhsと改題，1965年に単

独の冊子としては廃刊され，APAのモノグラフに発展

的に統合されたため，1985年には現われていない。

　後者の4誌は1906年以降に創刊された雑誌である。

lournal　of　Abnormal＆Social　Psychologyとノ∂　Zt　r－

nal　of　ExPerimental　Psychologyは，それぞれ新しい

雑誌が分化した後は少し順位が下がったが，それでも高

位を保っている。lournal　of　APφlied　Psツchologツは

Aの下位からBの上位で安定している。これは，この

雑誌が・PBのみで多く引用され，　PRでは余り引用され

ていないためである。

　これらの安定型の9誌は，心理学一般誌が4，心理学

専門誌が3，心理学分野以外の雑誌が1である。

　b．下降型

　下降型は，創刊されてから順位が下がるのみの雑誌

で，以前は盛んに研究されたが，現在ではあまり研究が

活発ではない領域の雑誌と考えられる。これは14誌で

あった。変遷を第4図に示す。

　第4図は第3図と同様の構造であるが，コアジャー

ナルとされなかった年度については，視覚的に分かりや

すくするために，Cの下に点を設けた。また，1925年の

Zeitschrift　fuer・PsychologieとZeitschrifr　fuer　Sin－

nesPhysiologieは．，1905年のZeitschrift　fue「Psツー

chologie　Ztnd　Physiologie　der　Sinnesorg●ane（1890年

創刊）が1906年に分かれて創刊された雑誌である。こ

こでは参考として示した。

　3回以上コアジャー・ナルとなってから消えた雑誌は

Brainのみである。他の雑誌．は2回あらわれると次の年

度にはCランク以下となっている。これらのコアジャ

ーナルの分類は，心理学分野が6誌，哲学が3誌，医

学が2誌，社会科学が2誌であった。

　c．上昇下降型

　順位が一度上昇し，その後下降していく雑誌である。

このコアジャーナルは，特定の一時期に活発に研究され

た領域の雑誌と考えられる。

　これには，ノburnal　of　Consulting’and　Clinical　Ps，ノー

chology（1937年から1967年置ではJournal　of　Con－

S〃伽8’PSツC勿109ッ），　Archiv　fuer　die　gesa〃Z’θP勿一

siologie　des　Menschen　und　der　Tiere，　American

lournal　of　OrlhoPsychiatry，　Journal　of　Personality

（1944年まではCharacter＆Personality），　American

／burnal　of　PSツchiatrツ，　P∫ツC勿∫0〃zaticルfedicine，

ノ伽7紹10f　Genetic　Psychology（1924年から1953年

まではPeda8’ogical　Seminarツand　Journal　of　Genetic

・Psychology）が含まれる。これらは，3誌が心理学分野

の雑誌で，残り4誌は医学関係の雑誌である。

　d．変動型　　　　　．

　変動型は，一定のパターンがみられない雑誌である。

これは，心理学分野にある程度関わっているが，その時

代の傾向によって研究者の関心の度合いが違う分野，領

域の雑誌と考えられる。

　変動型のコアジャーナルは，lozernal　of　ComParative

and　Physiological　Psychology（1921年から1946年ま

ではノOurnal　oアComParative　Psツcholog：y），　Psツcho－

metrika，　American／Ournal　of」Physiology，ノ∂％7ηα1

0f　ComParative　Neurology，　Archives　of　General　Psy－

chiatry，　Journal　of　Nervous　and　Mental　Disease，

ノ∂urnal　O∫Edz・tcational　Psychologッ，　Britishノ；ournal

of　Psychiatry（1962年まではノOurnal　of　Mental

Science）であった。対象領域は，精神医学系が多く5

誌，計量心理学（DDC分類では心理学一般に含まれる），

比較心理学，教育心理学が各1誌である。

　上記のタイプ分けにおいて，上昇するのみの変動を示

す上昇型はなかった。また，1回しかあらわれなかった

コアジャーナルには，様々な内容の雑誌が含まれた。中

にはその年度の1論文だけに非常に多く引用された雑誌

もあった。1925年のlournal　of　Criminol．Law　and

Criminologyや，　lournal　of　Delinquencyがその例で

ある。

　4．各年度のコアジャーナル群の傾向

　次に，各コアジャーナルの順位は考慮せず，各年度に

ついてA，B，　Cランクをまとめ，コアジャーナル群と

しての各年度の傾向を分析した。分析は，分類，出版国，

創刊年の3点から行った。

　a．分類の変遷

　各年度のコアジャーナルの分類の変遷を第5図に示

す。この図より，まず，全コアジャーナル中に占める，

心理学分野を対象とするコアジャーナル（DDC分類が

150－159の雑誌）の割合の増加が明らかである。この原

因は，②から⑪までの，特定専門領域を対象とする心理

学専門誌の割合の増加である。また，図中の①の，心理

学一般誌の割合の安定もみられる。

　他分野のコアジャーナルでは，哲学分野の雑誌の減少

が明らかである。また，1925年にはライフサイエンス，

比較心理学分野の増加がみられる。近年の傾向では，生
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第5図　コアジャーナルの対象分野

理学的心理学，知能と知性，差異・発生心理学の研究領

域がそれぞれ増加している。

　b．出版国による変遷

　Ulrzch’sで調べた各コアジャー・ナルの出版国を第6

図にまとめた。ドイツ，イギリス，フランスのコアジャ

ーナルが減少し，アメリカのコアジャーナルが増加して

いることがわかる○
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　　　　　第6図　コアジャーナルの出版国

　c．創刊年による変遷

　各年度のコアジャーナルが，その調査対象年からどの

くらい以前に創刊された雑誌であるかを第7図にまと

めた。調査年から5年前まで，6年前から10年前まで，

11年前までから20年前まで，以下10年おきに創刊年

を分類した。つまり，1901年から1905年に創刊された

雑誌は，1945年においては45年前，1985年には80年

前と分類される。

　1905年には，5年前までに創刊された雑誌がコアジャ

ーナルの12．1％を占めていた。しかしその割合は年々

減少していき，1985年には0％であった。

　この結果は，分野が発展していくに従って，より以前

に創刊されたものがコアジャーナルになっていく，つま

り，新しく創刊された雑誌がコアジャーナルになりにく

くなっていくことを示している。ただし，コアジャーナ

ルのみでなく，心理学分野の全ての雑誌においてこのよ

うな傾向があるという可能性も考えられる。

IV．　コアジャーナルの変遷にあらわれた

　　　分野の変化

A．心理学分野の哲学分野からの独立

　IIIにおける順位の変遷のタイプ分けにおいて，安定

型のコアジャーナルには哲学分野の雑誌は含まれていな

かった。下降型のコアジャーナルには3誌が含まれてお
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創刊されたのは調査年より何年前であるか
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第7図　コアジャーナルの創刊因

り，これらは1945年にはすべて消えている。

　また，各年度別の傾向では，1905年には，哲学分野の

コアジャーナルは，哲学と心理学一般が重出された1誌

を合わせると2割以上を占めていた。しかし1945年に

は0％となっている。

　これは，心理学分野の哲学分野からの独立の反映であ

ろう。哲学分野の雑誌は，たとえ分野発展の初期は重要

と見なされていたとしても，現在では余り重要とされな

いことが，コアジャーナルの変遷にあらわれていると考

えられる。

B．心理学分野の確立と専門化

　第5図より，全コアジャーナルに占める，心理学分野

を対象とするコアジャーナルの割合の増加が明らかであ
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る。これは，心理学分野の確立の影響と考えられる。

　心理学分野のコアジャーナルの増加には，以下のよう

な要因が考えられる。（1）心理学分野の研究領域が次第

に広がりつつも確定していった。そのため他分野との境

界が明確になり，他分野の雑誌の利用が減った。（2）心

理学分野の雑誌の全数が増加した。

　また，心理学分野を対象とするコアジャーナルの増加

は，分野内の専門領域を対象とする心理学専門誌の増加

によることも，第5図から読み取れる。これは心理学分

野の発展の影響であろう。分野の発展と共に，分野内の

専門領域の重要性が高まってきていると考えられる。

　心理学専門誌の増加については、以下のような要因が考

えられる。（1）分野内の研究領域の細分化とともに，各

領域ごとに雑誌が創刊され，利用されるようになった。

（2）既存分野と心理学分野の研究が重なる領域では，初

期は既存分野の雑誌を利用していたが，分野の発展と共

に，心理学の立場からその領域を研究する心理学：専門誌

が創刊され，利用されるようになった。

C．心理学分野内の研究動向の変化

　コアジャーナルの変遷に，心理学分野内の研究動向の

影響がいくつかみられる。行動主義，認知心理学，パー

ソナリティー研究（人格心理学領域）などである。

　1．行動主義の影響

　行動主義は，現代心理学の歴史において，主要な学説

の一つである。これは，アメリカのWatsOn，　J．　B．によ

る1913年の行動主義宣言の発表から始まる。彼は動物

心理学，条件反射の研究から影響を受け，心理学を客観

的に観察できる行動のみを扱う行動の科学とみなした。

行動主義は1920年代のアメリカでの最も重要な心理学

理論であった3D。現在ではこれに対立する様々な学説も

生まれており，中心的な研究分野というわけではなくな

っている。

　この影響が，1925年におけるDDC分類156の比較心

理学と570のライフサイエンス分野の割合の増加にあら

われている。156には動物心理学が，570には生物学が

それぞれふくまれており，行動主義の関連領域といえ

る。その後この割合は減少し，1985年にはこの領域の

コアジャーナルはなくなっている。

　2．認知心理学の影響

　認知心理学は1960年頃から研究されている領域であ

る31）。近年その研究はますます盛んになっている。

　第5図から，心理学専門誌の内で，DDC分類152，153

の雑誌の割合の増加が明らかである。152には実験心理

学，知覚，感情の研究など，153には知能，記憶，認知

の研究などの，認知心理学に関わる領域が含まれる。

　これらのコアジャーナルは，創刊年が新しい雑誌が多

い。1985年における152－153のコアジャーーナル6誌中，

4誌が1966年以降に創刊されている。これらはPer・

cePtionαnd　PsツchoPhysics（1966年創刊），　Cognitive

Psツchology　　（1970　空F倉IJ干の，　Memorγ　and　　Cognition

（1973年創刊），lournal　of　ExPe「imental　Psツcholo9：ツ：

liruman　PercePtion　and　・Performance　（1975　f＃倉IJ刊）

である。残り2誌は，安定型のloumal　of　ExPeri－

mental　Psychology（1916年創刊）と，社会学と生理学

的心理学が重出されているlournαl　of　ExPerimental

Social　P5ychology（1965年創刊）である。

　このように，近年創刊された認知心理学の雑誌が数多

くコアジャーナルになっていることは，研究動向のあら

われと考えられる。

　ただし，各雑誌の順位の変遷のタイプの分析では，こ

の傾向はあらわれていない。1965年の調査時点では・こ

れらの雑誌はまだ創刊されておらず，2回以上の調査年

度に渡って変遷の傾向を明らかにすることができなかっ

たためである。今後の調査でその傾向が明らかになると

思われる。

　3．パーソナリティー研究，人格心理学

　現代の人格心理学の基礎は，1930年代までに作られ

たといわれる。その後第2次大戦後アメリカを中心に研

究が進められている33）。：一一の領域はDDC分i類155の差

異・発生心理学のうちの155．2に含まれる。

　155。2のみの分類をもつ雑誌は，全コアジャーナル115

誌中3誌である。

　lourual　oアPersonalitツは，1932年に創刊された。

Character＆．Personalityから1944年に誌病変更され

た。1945年から1985年にかけてコアジャーナルとなっ

ている。

　Rorschacli．Research　Exchange（1936年創刊）は，

1921年にRorschach，　H．（1884－1922）によって発表さ

れた人格の研究のためのテストに関する雑誌である。

1945年にのみコアジャーナルとなっている。なお，現在

はloumal　of　Personαlity　Assessmentと改題されてい

る。

　ノ∂π7πα10f　Personality　and　Social　PSツchologyは，

安定型のノburnal　of・Abnormal　Psychologツから1965

年に派生して創刊された。1985年のAランク1位であ
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る。

　これらの雑誌はすべて1930年以降の創刊であり，

1925年までのコアジャーナルには人格心理学の雑誌は

含まれていない。これは，研究動向の反映であろう。

　各雑誌の変遷のタイプでは，雑誌数が少なく，1誌は

1965年創刊であるため，はっきりした傾向はでていな

い。ただし，1945年，1665年にかけて順位が上昇した

ノbumal　of　Personality（上昇下降型）の1985年の順位

の低下には，1965年創刊のノburnal　of　Personality＆

Social　Psychologyの影響があると思われる。

D・その他の影響

　第2次世界大戦の影響がみられる。1945年に：おける

N鰐Medical　Bullein，　War　Medicineなどの，軍事医

学の雑誌の存在である。

　また，第6図から，アメリカを出版国とするコアジャ

ーナルの増加が明らかである。この原因としては，アメ

リカの心理学が確立していき，アメリカが心理学分野の

研究の中心となった。そのため自国の雑誌で研究活動に

必要な情報を得ることができるようになったことが考え

られる。

V．　おわりに

　本稿では，心理学分野におけるコアジャーナルの変遷

調査を行なった。選定された各年代のコアジャーナル計

115誌について，各雑誌の順位の変動を調べ，各年度の

コアジャーナル群の傾向を分析した。その結果，以下の

ことが明らかになった。

　①各コアジャーナルの順位の変遷は，いくつかの傾向

　　がみられ，そのタイプ分けが可能であった。

　②各年度のコアジャーナル群とその順位の変遷には，

　　研究動向の変化による影響がみられた。

　①の変遷のタイプの内，最も顕著な傾向がみられた

のが安定型である。これは，分野の研究動向の変化とか

かわりなく，よく利用されるコアジャーナルと考えられ

る。

　安定型の9誌は心理学一般誌が5，心理学専門誌が3，

心理学分野以外の雑誌が1であった。この心理学：専門誌

3誌は，対象とする領域が生理学的心理学，異常・臨床

心理学，応用心理学とそれぞれ違う。そのため3誌を合

わせると，心理学分野の主な研究領域である自然科学関

係，精神医学関係，社会科学関係，教育学関係の内，前

2者が全て含まれる。また，応用心理学を対象とする

ノ∂％7％α10f・4PPIied　Psychologyが存在するので，残る

社会科学関係，教育学関係の領域でも応用分野について

は安定型のコアジャーナルの対象となると考えられる。

　このように，より重要とされる安定型のコアジャーナ

ルは，心理学分野全体を幅広く対象としていることが明

らかになった。

　その他に，心理学分野を対象とするコアジャーナルの

変遷過程について，全体的な一つの傾向がみられた。そ

れは，各年における心理学分野を対象とするコアジャー

ナルのほとんどが，創刊された後最初の調査年でコアジ

ャーナルとなっていたことである。例外は心理学一般

誌，専門誌で各4誌あるが，そのうちアメリカ以外の国

の雑誌が5誌である。これらは，引用文献を収集した調

査対象誌がアメリカの雑誌であることが影響していると

考えられる。

　心理学分野以外を対象とするコアジャーナルでは，創

刊後かなりたってから急に心理学分野で注目され，高い

順位となったものもある。心理学分野のコアジャーナル

には余りその様な変動傾向はない。この原因は，心理学

分野の雑誌は，心理学分野の中心となる研究において必

要とされた場合に，その要求にあわせて創刊されるため

と考えられる。

　②については，心理学分野を対象とするコアジャーナ

ル，特に分野内の専門研究領域を対象とするコアジャー

ナルが増加していた。これは，分野の確立，専門化と関

わっていると考えられる。また，分野内の専門領域の研

究の影響も見られた。

　このように，コアジャーナルの変遷には，対象分野の

確立，研究動向の変化の影響があることが明らかになっ

た。今後の研究課題としては，分野の研究動向について

のより深い分析，調査対象分野の拡大などが考えられ

る。

　最後に，本稿作成にあたり，終始御門導いただいた慶

鷹義塾大学文学部図書館・情報学科の上田修一教授・貴

重な御助言をいただいた同学科の倉田敬子助手に心から

感謝の意を表します。
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　ノ∂z4〃2α1　0Lf　ExPerimental　、PSツcholog）ノ　をま　1975

年に4誌に分かれた．ノburnal　of　ExPerimental
Psychology：　Animal　Behavior　Process，　Human
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る．これも：Generalを以前と同じ誌名とみなし，
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　　　32．（基礎i心理学IV）

．“謔Q章　人格心理学の動
八千代出版．1989，P．13一

付録：コアジャーナルの正式名称

　　　1985
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　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

（第2図に合わせ各年別に順位で配列した）［順位　略称＝正式名称】

JPersSocP　＝＝Journal　of　Personality　and　Social　Psycholog’

PB　＝Psychological　Bulletin
PR　＝Psychological　Review
PercPphys＝Perception　and　Psychophysics

JExP　＝Journal　of　Experimental　Psychology

JAbP　＝＝Journal　of　Abnormal　Psychology
Science

JExPHum　＝Journal　of　Experimental　Psychology：

ChiDe

AP
JEdP
AJP
BehResT
Nature

JApP
CogP
BJPat

AGenP
MemCog
PReports
JPers

JExSocP
JCCP
Pmet
AJPat

＝＝Child　Development

＝＝Amerian　Psychologist

＝＝Journal　of　Educational　Psychology

＝＝American　Journal　of　Psychology

＝＝Behaviour　Research　and　Therapy

Human　Perception　and　Performance

＝Journal　of　Applied　Psychology

＝Cognitive　Psychology

＝：British　Journal　of　Psychiatry

＝：Archives　of　General　Psychiatry

＝Memory　and　Cognition

＝Psychological　Reports

＝Journal　of　Personality

＝Journal　of　Experimental　Social　Psychology

＝Journal　of　Consulting　and　Clinical　Psychology

＝＝　Psychometrika

　＝American　Journal　of　Psychiatry

PsomMed　＝＝Psychosomatic　Medicine

1965

　2

　3

　7
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12

14

15

16

17

18

19

20

22

23

JAbSocP
JCPP
JConsP
P＆　MS

E＆　PM

JP

JVLVB
CanJP

PM
JCIinP

JGenP
JGetP

AJPhy
BJP

＝Journal　of　Abnormal　Psychology　and　Social　Psychology

　：Journal　of　Comparative　and　Physiological　Psychology
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＝＝Pereptual　and　Motor　Skills

＝Educational　and　Psychological　Measurement

＝Journal　of　Psychology

＝Journal　of　Varbal　Learning　and　Varbal　Behavior
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＝Journal　of　Clinical　Psychology

＝＝Journal　of　General　Psychology

＝＝Journal　of　Genetic　Psychology

＝American　Journal　of　Physiology

＝British　Journal　of　Psychology
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JAcSocA　＝　Journal　of　the　Acoustical　Society　of　America
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E　＆　ClinN　＝＝Electroencephalography　＆　Clinical　Neurophysiology
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＝　Psychiatry
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30

31
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36
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